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［ 調査研究活動報告 I 

広島県府中市山ノ神1号古墳の
年代学的調介

Archeological Report on the Chronology of Human Bones of the Kofun Period Excavated 
at Yamanokami No.1 Mounded Tomb, Fuchu-shi, Hiroshima Pref. 

SEIKE Akira, SAKAMOTO Minoru and TAKIGAMI Mai 

清家 章・坂本稔・瀧J:舞

1 調査の概嬰

清家章国立歴史民俗博物館（以下，歴博）の藤尾慎一郎，国立科学博物館（以下，科博）の篠

田謙ーは，広島県府中市 ・山ノ神 l号古墳から出土した古人骨の年代測定と DNA分析を行うため，

以下の日程で調査を実施した。

日程： 2020年3月9日 場所：府中市教育員会

資料：山ノ神 1号古墳 l号主体人骨，同 2号主体2号人骨，同 2号主体3号人骨

これらの人骨から，DNA用と年代測定・食性分析用の試料を採取し，前者については篠田が，

後者については藤尾が持ち帰って，それぞれ分析を行った。このうち，本報告は，炭素 14年代測

定と同位体比分析の結果である。以下．遺跡の概要や考古学的な知見 (II)を清家が，炭素 14年

代測定と同位体比分析の調査結果（皿 ．w) を坂本 ・瀧上が，最後に考察（V) を全員で執箪した

（清家）。

11 測定した遺跡の概要と資料の考古学的特徴

府中市元町字池ヶ迫，通称山ノ神に本古墳を含む山ノ神古墳群は所在する。芦田川の北東側標高

70~100mの丘陵とその尾根上にあり，そこから府中市街を一望できる。

1号古墳は 1982年に府中市教育員会によって［脇坂ほか 1983],2~4号古墳は 1996年から 1997

年にかけて広島県埋蔵文化財調査研究センターによって発掘が行われている［小野編 1998]。1号古

墳からは 3体の人骨， 2号古墳からは 2体， 3号古墳からは 3体， 4号古墳からは 2体の人骨が出

土している。今回分析を実施したのは府中市教育員会が所蔵する 1号古墳出土人骨である。

1号古墳は直径 12mの円墳で墳頂に 3基(1号主体～3号主体）の箱形石棺が設けられていた（図

l)。4号主体から 10号主体は 1号古墳築造以前の土城墓であって，古墳とは直接関係がないとさ

れる。人骨は 1号主体と 2号主体の箱形石棺から検出されている。

1号主体は採土によって北側が一部壊された状態で調査が行われた。青年期の男性人骨(1号人骨）

が検出された（図 2左）。人骨のうち寛骨以下は石棺内で解剖学的位置を保って遺存していたが，
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図 1 山ノ神 1号古墳の墳丘と埋葬施設
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石棺が壊されたときに人骨の一部は石棺の外に「露

出」していたという。頭蓋骨を含む上半身の骨が報

告されているが［吉岡 1983]. 石棺が壊された際に

出土した骨が回収されたものであろう。副葬品は棺

内から管玉が2個と小玉36個が出土しているほか，

頭骨下と想定される位置から直径7.2cmの佑製内

行花文鏡が検出されている。

2号主体からは 2体の人骨が出土している（図 2

右）。2体は頭位を同じ北方向にむけた，いわゆる

並置埋葬が行われている。東側の頭骨を 2号人骨，

西側の頭骨を 3号人骨と呼び， 一部の骨は3号の上

に2号が重なっているという所見が述べられる。2

体とも骨に大きな乱れはなく ，埋葬に時期差がある

ようには見受けられない。2号人骨は壮年期の男性，

3号人骨は青年期の女性とされる。直径6.4cmの重

圏文鏡 l面，水晶製勾玉l点，碧玉製管玉8点，ガ

ラス小玉54点と刀子2点と針 l点が棺内から出土

している。また石棺の中央部上方の封土中から鼓形

器台が出土している （図 3)。
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図2 1号主体と 2号主体の人骨出土状況
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小形1方製鏡の副葬と鼓形器台の形状から古墳時代前期

中葉の年代が想定される。また，人骨の所見において，

1号人骨と 2号人骨の腰椎において脊椎分離症が認めら

れている。脊椎分離症は遺伝性があることから両者が血

縁者であることが示唆されており［吉岡 1983],DNA分

析による両者の関係の解明が期待される。

年代測定と DNA分析に供した資料の部位は以下の通

りである。

1号主体 1号人骨 年代測定：右側頭骨 DNA分析：右側頭骨

ぞ—-•."- •一•

10cm 

図3 出土した土器

2号主体 2号人骨 年代測定：尺骨遠位端 DNA分析：右上顎M2

2号主体 3号人骨 年代測定：中足骨 DNA分析：右下顎M2

m試料の採取と処理

年代測定に供した人骨試料は 1号主体1号人骨， 2号主体2号人骨． 2号主体3号人骨の 3個体

である（試料番号： HSFYK-1-1 -1. HSFYK-1-2-2, HSFYK-1-2-3)。歴博において骨破片から

骨コラーゲンを抽出し． コラーゲン試料を（株）パレオ・ラボに送付して．加速器質量分析計によ

る炭素 14年代測定 (AMS-14C法）．ならびに炭素・窒素分析を依頼した。歴博における本試料の

コラーゲン抽出の手順は Tsutayaet al. [2017, 2018]を参考にしており．表 lに示すとおりである。

表 1 歴博におけるコラーゲン抽出手順

手順 作業詳細

表面の汚れを落とす（歯科用ドリル，海綿質も極力除去）

超音波洗浄

l晩
4 脱脂 アセトン洗浄10分・
5 凍結乾燥2 1晩

遠沈管に試料と 0.6M塩酸 (5℃)を入れ，半日ごとに樅拌する。24hごとに溶液
交換し，反応（発泡や濃度変化）が無くなるまで続ける。脆い試料や硬く厚い試
料の場合はセルロースチュープに入れて，攪拌しながら 24時間以上反応させる。
中性になるまで溶液交換

l晩
0.05M~0.2Mの水酸化ナトリウム水溶液を入れて 30分観察 ・溶液交換 着色が
無くなるまで続ける。

10 ゼラチン化ph3-4のHClを遠沈管に入れ加熱 (90℃,24h)
11 吸引濾過 GF/Fで吸引濾過し，濾液 （ゼラチンコラーゲン水溶液）をバイアル瓶に回収
12 凍結乾燥3 48h 

・ァセトン洗浄とその後の凍結乾燥は，試料の状態によっては実施しないこともある。

1
2

3

 

内容

洗浄l
洗浄2
凍結乾燥 l

6 脱灰

7 中和
8 凍結乾燥3

9 脱腐食酸

w測定結果

(1)コラーゲン保存状態の評価

3試料のコラーゲン回収率（骨の乾燥重羅から得られたコラーゲン重巖の割合） はHSFYK-l-l-l

のみ 3％で， HSFYK-1-2-2,HSFYK-1-2-3はほとんどコラーゲンが回収できなかった （表2)。
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表2 広島県山ノ神 1号古墳出土人骨の骨コラーゲン抽出と年代測定及び炭素・窒素分析の結果

コフーゲン抽出
炭素 14年代

遺跡名 遺構番号 測定資料 採取部位 試料番号 処理量 回収量 回収率 測定機関番号 ('4C BP) 
(mg) (mg) (%) 

11 号号主人体骨 2男7性歳・26~側頭骨から HSFYK-1-1-1 573 1773 31 PLD-42038 1704士 17

広島県山ノ神
22号号主人体骨 男・ 壮年 尺骨 HSFYK-1-2-2 587 測定不可

1号古墳

23号号主人体骨 女 ・成年 足 ・中足骨 HSFYK-1-2-3 549 測定不可

較正年代 (cal) 6 13c 6 15N 炭素濃度 窒素濃度 C/N比 海産資源
試料番号 la 2a 

(o/oo, VPDB) (%o,AIR) （％） （％） (mol/mol) 寄与率（％）
(68.2o/oo) (954%o) 

HSFYK-1-1-1 AD360-410 AD260-420 -20.3 9.94 39.7 139 3.3 5.5土 10

HSFYK-1-2-2 測定不可

HSFYK-1-2-3 測定不可

そのため HSFYK-1-2-2,HSFYK-1-2-3の2試料は，炭素 14年代測定ならびに炭素 ・窒素分析

を実施できなかった。一方， HSFYK-1 -1 -1については炭素・窒素濃度から計算された CIN比が3.3

を示し，良好なコラーゲン指標の範囲（2.9~3.6) [DeNiro 1985]に収まっていた。このことから

HSFYK -1 -1 -1は保存状態の良好なコラーゲンを回収できたと判断された。

(2)炭素・窒素同位体比

HSFYK -1 -1 -1の炭素同位体比 (613C）はー20.3％。， 窒素同位体比 (615N)は9.94%。であっ

た （表2)。

(3)食性推定と海産資源寄与率

食物は光合成回路の違いや食物連鎖による栄養段階の違いから，異なる炭素 ・窒素同位体比を有

している。ヒトの体組織にも，摂取した食物の同位体比が反映されている。そこで， ヒトの体組織

の同位体比を測定して食物の値と比較することで，大まかな食性推定を行える。さらに本研究では

海産資源寄与率の計算ソフトウェアとして ISOCONC1.01を用いた [Phillipsand Koch 2002]。こ

の計算では，任意の 3点の食物を選択し， ヒトの体組織の同位体比を形成可能な各食物の組み合

わせ割合を推定することで，海産食物資源の摂取量（海産資源寄与率 ：ヒトが摂取した食物全体中

の海産資源の割合）を見積もることができる。なお，摂取した食物が骨コラーゲンに形成される際

の同位体分別は b13Cで4.5%。, 6 15Nで3.4%。の補正をした ［Kusakaet al. 2010]。陸生動物と海

生魚類の考古骨試料については．食物の組織内での同位体分別として骨と肉の値の差異を 813Cで

3.5 %oの補正をした （窒素は補正なし）［Kusaka et al. 2010]。表3にはこれらのヒトと食物間，食

物内での体組織間の同位体分別を補正して，ヒトが摂取した食物プロテインの値を示している。

表2のヒトの骨の炭素 ・窒素同位体比を，表3に示す食物のたんばく質源の炭素 ・窒素同位体比

と比較した結果， HSFYK-1 -1 -1はら資源 （ら植物と，ら植物を摂取した陸生動物）にかなり 寄っ

た位置にプロ ットされた （図4)。HSFYK-l-l-1の食性はら 資源が中心で，海産資源は摂取して

いなかったか，摂取していたとしても極僅かだったと考えられる。ISOCONC1.0プログラムでの

計算では，炭素分画における海産資源寄与率は5.5土1.0％と見積もられた。
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表3 食性推定及び海産資源寄与率の計算に用いた食物資源（タンパク質源）の同位体比

食物タイプ 資料タイプ 分析数
5 13c 5 15N 

データ報告元
(o/oo, VPDB) (o/oo, AIR) 

ら植物 現生 16 -209士 16 4.6士 2.4 Yoneda et al 2004 

Q植物 現生 5 -5.5士 0.5 4.4士 1.9 Yoneda et al. 2004 

陸生哺乳類 考古資料 10 -19.8土 11 87土 10 Kusaka et al 2010 

海生貝類 現生 13 -9.8士 16 117士 2.1 Yoneda et al. 2004 

海生魚類 考古資料 31 -10.0士 1.1 165土 11 石丸ほか 2008瀬戸内海魚類

海生哺乳類 考古賓料 81 -12.1士 10 183士 2.1 Yoneda et al. 2004 
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図4 広島県山ノ神 1号古墳出土人骨の同位体比と，
食物資源の同位体比の比較

(4)炭素 14年代

炭素 14年代測定の結果， HSFYK-1 -1 -1は 1704士 1714C BPを示した（表 2)。

(5)較正年代

暦年較正用解析ソフト (OxCal 4.4.4 [Bronk Ramsey, 2009])を用いて， IntCal20とMarine20の

較正曲線 [Reimeret al. 2020, Heaton et al. 2020]を混合したモデルで計算を行った。混合率として

上述した海産資源寄与率を組み込んだ。遠部

[2009] で報告された岡山市南方遺跡のデータ

を基に， Calib8.20ソフトウェアを用いて Ma-

rine20で計算したt:,.R=-164士 60を用いた。

解析の結果 HSFYK-1 -1 -1はcalAD 360-

410 (1(J)の年代を示した（表 2,図5）。

v考察

山ノ神 1号古墳から検出された 3体の人骨に

ついて，炭素 14年代測定を行った。1号人骨

からは良好なコラーゲンを回収でき，年代測定

を行うことができた。2号人骨と 3号人骨は年

代測定ができなかった。
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図5 広島県山ノ神 1号古墳出土人骨の年代較正
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1号人骨の較正年代はcalAD 360-410 (1 a)であった。副葬品と出土土器から想定される古墳

前期中葉という考古学的な年代と若干の違いが認められる。ただし， 1号人骨は 1号主体の被葬者

であり，鼓形器台は 2号主体からの出土である。較正年代から示される年代と土器から示される年

代の差は， 1号主体と 2号主体の埋葬時期差を示す可能性と，図 3のような脚部の形骸化が進んで

いない鼓形器台の製作時期が4世紀中葉まで継続する可能性が考えられよう 。あるいは実際の年代

は16の年代に収まらず， AD260-420 (2かの中で考える必要があるかもしれない。 2号人骨と

3号人骨のさらなる炭素 14年代分析が解決の糸口になると思われる。
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